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｢エコnaga＋｣は「長崎県地球温暖化防止活動推進セン
ター」が制作している環境冊子です。長崎県未来環境推
進課より発行され、県民の環境への意識を啓発するた
めの内容となっています。環境の最新情報や環境コラ
ム、また県内企業や個人、団体の環境の取り組みなども
紹介し、楽しく読める盛りだくさんの内容となってい
ます。 発行：４回／年
配布先：各行政機関等（当センターへお尋ねください）

「エコnaga＋」とは…

「地球温暖化防止活動推進センター」は、各都道府県に
設置されており、長崎県の当センターもその中のひと
つです。地球温暖化防止活動に関する「啓発・広報活
動」、「活動支援」、「調査」などを行っており、その一環
として、「エコnaga＋」で情報を発信しています。
※本誌内では、〈センター〉と表記

長崎県地球温暖化防止活動推進センターとは…

「長崎県地球温暖化防止活動推進員」とは、地球温暖化防
止のために自ら省エネルギー、省資源に取り組むととも
に、地域住民の方々へ温暖化に関する情報の提供と温暖
化防止活動の普及を進めてくださる方々です。県から委
嘱を受け2年間の任期で推進活動を実施します。
※本誌内では、〈推進員〉と表記

長崎県地球温暖化防止活動推進員とは…
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最新ゴミ処理施設
行政の取組紹介

01.
省エネ講座実施の模様
各地区での教材制作

12. みんなで挑戦エコクイズ！

13. 長崎県からのお知らせ

当センターでは、推進員や地域の方々と協力して、オリジナル環境教育教材を１０点開発中です！
今回は教材開発の模様や出来上がった教材を３点ご紹介します！

長崎県内で省エネ講座が開催されました！

新聞エコバッグのつくり方

01

環境教育教材を開発中！！環境教育教材を開発中！！環境教育教材を開発中！！センター
オリジナル
センター
オリジナル
センター
オリジナル
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次評価報
告書

①環境管理を行う

環境レポートの制作
環境パフォーマンスの記録

②環境活動を実施する

屋上緑化・緑のカーテン
エコドライブの実施など

③環境活動への参加・支援

助成事業への参加
ＮＰＯ等への活動支援

紙芝居

長崎県内１０ヵ所で、当センター講師による、家庭の省エネについての講座が開催されました。講座では、「家庭の節電・省エネハ
ンドブック」の内容を中心とした実践的な省エネ方法やその効果、また電気の検針票の見方などについて説明を行いました。多く
の方にご参加いただき、省エネについて考えてもらうキッカケになったようです。

新聞エコバッグの作り方手順を分かりやすく説明したパネルです。

県北地
区 佐々町役場

参加者41名 上五島地
区

参加者の
声

石油備蓄記念会館
参加者52名西彼地区

ララコープ本部
参加者23名

▲長崎市立青潮学園の生徒の皆さん

▲長崎県立口加高校の皆さん

紙芝居「ガワッパさとった切った電気」は、
キャラクターイラストの考案を長崎市立青潮
学園の小学生の皆さんに、紙芝居のイラスト
作成を長崎県立口加高校３年生の皆さんに
授業の一環でご協力いただきました。
左から
水田伊七章先生

３年生
酒井ちはるさん
綾部早紀さん
高橋朝美さん

ガワッパ さとった 切った 電気

A2
パネル

A2
パネル

地球温暖化と私たちにできる事

地球温暖化に関するクイズや惑星の比較、また私たちにできることなどをパ
ネルにした教材です。

・電気使用量を見てどこでどう節電するか改めて見直す良い機会でした。（西彼地区）
・できるだけ家計にやさしく、節電できる所は今まで以上にやっていきたいと思います。（県北地区）
・電気に関してはあまり関心がなく、使っただけ支払っていましたが、これからは少し気持ちをかえて
　省エネに協力していこうと思います。（上五島地区）

省エネ講座で配布された「家庭の節電・省エネハンドブック」は
当センターホームページ(http://nccca.jp)に掲載されています！
ぜひ読んでみてください！

長崎県立口加高校・長崎市立野母崎小中一貫青潮学園
の皆さんに、ご協力いただきました！

カッパのガワッパ君が省エネの大切さに気づきます。
紙芝居作成中の様子…
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全国の地球温暖化防止に関する地域活動をご紹介！！

今年で５回目！！低炭素杯２０１５低炭素杯２０１５低炭素杯２０１５

香川県の名物といえばもちろん「讃岐うどん」。香川県のうどん消費量は全国平均の2倍強で、1人
当たり2日に1食を口にしているという計算になる程の人気です。その一方で、サイズの不揃いや茹
であがって時間が経ちすぎてしまったことから出る「廃棄うどん」が問題となっていました。そこで、この
廃棄うどんを新たなエネルギーとして活用しようと、企業と市民、行政が連携したプロジェクトが立ち
上がりました。

この課題に立ち上がったのが、地元高松の産業機械メーカー「ちよだ製作所」。ちよだ製作所は、酵母の力で廃棄
うどんから化石燃料の代わりとなるエタノールを抽出するプラントを開発し、さらにエタノールを抽出した残りカス
を発酵させ、発生したメタンガスを燃やして発電機を回す「うどん発電」に成功しました。発電の他にも、抽出後の残
りカスから液状の肥料を作り、うどんの原料となる小麦や、薬味として使うねぎの畑にその液肥をまいているそうです。

「うどんでうどんを茹でて、うどんをつくる」サイクルを構築するため、
共同体で立ち上がったこのプロジェクト。コンソーシアムメンバーの方
は、「これからも循環の環を保ちながら、県内外にこの取組を知ってもら
うこと、そして子どもから大人まで環境教育を推進していきたい」と熱く
語っていました。地域性が高く、うどんのようにコシのあるプロジェクト、
今後もさらに地域に広がるといいですね。

うどんまるごと循環プロジェクトうどんまるごと循環プロジェクト

香川県から参加した皆さん

低炭素杯とは…。
次世代に向けた低炭素社会を構築するため、学校・家庭・市民団体・ＮＰＯ・企業など
の多様な主体が全国各地で展開している地球温暖化防止に関する地域活動を報
告し、学びあい、連携の輪を拡げる「場」として2011年から毎年開催されています。
全国1,730団体から選ばれたファイナリスト39団体が、4つの部門(地域活動、企業
活動、学生活動、地域エネルギー)のプレゼンテーションを行い、入賞団体には環境
大臣賞をはじめとする各賞が贈られました。
今回は低炭素杯で最優秀賞を受賞した北海道の下川町と、長崎でもちゃんぽん等
で麺食が多いことから麺繋がりで、興味がわいた、香川県の「うどんまるごと循環コ
ンソーシアム」をセンタースタッフの中村と中島が取材しました。

中村が取材

「うどん県」という地域の特性を活かした特徴的な取組を取材してきました！

北海道下川町
森林総合産業振興課
主事　和田　健太郎さん

グランプリ！環境大臣賞受賞団体！

面積64,420haの北海道下川町は、長崎県対馬市70,884haよりも一回
り小さく、人口3500人程の町です。近年、日本各地で問題となっている過
疎化ですが、下川町では昭和55年の国勢調査で全国4位の人口減少率を
記録しました。そこで下川町では、町面積の約9割を占めており、基盤産業
でもある森林に注目し、町を挙げて循環型森林経営に取り組み始めまし
た。循環型森林経営とは、伐採、植林、育成を適切なサイクルで循環させる
森林経営のことで、雇用と安定的な森林資源を生み出し、地域を元気にす
るシステムです。今回は北海道下川町森林総合産業推進課の和田健太郎
さんにお話を伺いました。

「下川町では、昭和28年（1953年）に国有林の払い下げを受けてから毎年、植林を続けて
おり、今では植樹祭として200名以上の町民に参加してもらう等、町民と共に植林を継続
しています。さらに指定されたCO2削減活動を行うとポイントがもらえ、一定数貯めると地
域で使える商品券と交換できる『エコ得ポイント』は町民の約5人に1人に参加していただ
いています。継続するためには経済的なメリットも重要ですし、楽しみながら活動に参加し
てもらうことも重要だと思います。」とにこやかに話して下さいました。

ところで、伐採された森林資源は、幹の部分は建築に使われる用材、葉の部分は精油などに加工されていま
す。搬出が難しく林地残材になっていた木材や、製材の際に出る端材などは木質原料製造施設に運ばれ木質
燃料(木のチップ)となって町の公共施設(公民館や小中学校)で燃料として使用しています。現在では公共施設
の暖房の約6割を木質燃料で賄っており、森林資源を余すことなく活用しています。

削減できた経費を、子育て支援に！
平成17年度から木質バイオマスボイラーを導入し、重油などの代わりに木質燃料を使用することで経費を削
減してきました。削減できた経費は平成25年度では約1,700万円になりました。そのうち、半分を設備更新費
へ、残りを給食費の補助・保育料の減額・中学生まで医療費無料等の下川町独自の子育て支援として還元して
います。

地域を元気に！
これまでの下川町の取組みが注目され、実際に平成24年と平成25年には転入者数が転出者数を上回りまし
た。和田さんは「下川町独自の子育て支援を充実させることで、子供の出生率向上も期待でき、さらに若い世
代が下川町の取組をより知ってもらうきっかけにもなっています。」と熱く語って下さいました。
今後の下川町について尋ねると、和田さんは「地域にある資源を最大限に活かしながら、様々な取組を行って
おります。ぜひ今後とも下川町にご注目ください。」と話されました。

木質バイオマスボイラー 植樹祭の様子

地域資源“森林”を活用した
エネルギー自給型小規模自治体モデルの構築
～誰もが暮らしたいまち、誰もが活力あるまち～　下川町（北海道）
森林面積は88％！！

森林資源を余すことなく活用！

町民の5人に１人が参加

中島が取材しました！

地域で森林を育て
、その森林から得

たエネ

ルギーを地域で使
い、更に地域の雇

用も生

み出すという、理想
的なエネルギー自

給の取

組事例だと感じま
した。長崎県も森

林資源

が豊富なので、活用
できるところがある

ので

はないかと思いまし
た。

※写真提供…低炭素杯事務局

企業や市民、行政が連携した共同団体「うどんまるごと循環コンソーシアム」

香川県
発
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ダブルで回収！ごみ回収と熱回収！
ごみ処理で発生した熱を施設の冷暖房や足湯に活用！

長与・時津環境施設組合　熱回収施設 ところで、ごみを焼却する際は、800℃～1000℃と
いう非常に高温の排ガスが発生することをご存知で
すか？循環型社会形成のためには、ごみの燃焼で発
生した熱を「熱回収」することが求められます。
この施設ではこの熱回収を行っており、高温の排出
ガスを利用して温水が作られます。その温水が施設
内の給湯や冷暖房、足湯などに活用されます。本来
なら捨てられてしまう熱を施設内で活用し、町民の
皆さんにも楽しんでもらえることは、とても先進的
で、エコな施設ですね！

案内をしてくださったのは、長与・時津環境施設組合事務局長の久松勝さんと、管理課建設
係の豊福浩成さん。
久松さんは「今まで、長与・時津両町のごみ処理は長崎市等へ委託をしていましたが、今後
は自前で処理ができるようになりました。」と嬉しそうです。
長与町と時津町は、これまで時津町にあった処理施設で処理をしていましたが、平成18年3
月に閉鎖し、その年から今年1月まで長崎市にごみ処理を委託していました。「今までは時
津町にお世話になったので、今度は長与が頑張らなくてはいけない。」という当時の長与町
長の考えから、長与町内にごみ処理施設をつくることになりました。そうしてできあがった
このごみ処理施設は長与町と時津町の接する場所に建設されており、立地・利便性はとて
も良いところにあります。一日の処理能力は54ｔ。時津町・長与町のごみを十分に処理でき
る能力を持っています。

この他、もともと時津町にあったご
み処理施設は平成22年11月に「時
津クリーンセンター」として生まれ変
わり、長与・時津両町の資源ごみや
粗大ごみの収集選別施設として活
用されています。2町が設立した長
与・時津環境施設組合が両施設の運
営を担っていきます。

久松さんは「これまで長崎市の皆様には大変お世話になりました。施設ができて、自分たちの町でごみ処理ができるた
め、ごみを運搬する距離が短くなり、回収効率も良くなりました。収集運搬経費も抑えられ、二酸化炭素排出量も少なく
なったと思います。」と話して下さいました。

長与・時津環境施設組合では、長与町・時津町のキャ
ラクター「みっくん」や「とっきー」と共に施設内に描
かれている施設のキャラクターの名前を募集する予
定です。見学に来てくれた子どもたちにこのキャラク
ターの名前を付けてもらうことを考えているそうで
す。「このキャラクターは私が考えたんですよ」と微笑
む久松さん。「4月からは見学の申込を受け付けます
ので、ぜひ皆さん見学に来てください。」

施設内には、見学等に対応できるよう、説明用パネル、ビデ
オ等が設置されています。研修室からは、長与港や大村湾
などが一望できるようになっていました。

回収② 熱

熱回収施設オリジナルキャラクター（写真中央） 研修室からの風景

施設内の解説版

時津町のごみ収集車

施設内の様子。奥は燃えるごみが集まるごみピット

ごみ焼却の排熱を活用してできた足湯

長与・時津環境施設組合
事務局長　久松勝さんコンピュータ・監視モニターのある中央制御室 焼却炉の中。ごみを燃焼中。

120名収容できる研修室

■お問い合わせ
長与・時津環境施設組合
〒851-2103　長崎県西彼杵郡時津町元村郷14-1
TEL/095-813-2050　FAX/095-813-2052

ごみを燃やした熱を活用して冷暖房や給
湯、足湯等に使えるなんて、一石二鳥です。
収集運搬の効率アップで二酸化炭素排
出量も少なくなり、地球温暖化防止
に貢献していますね。

私たちの生活の中で
　　　　必ず出る「ごみ」。

見学・研修コース

回収① ごみ

2015年1月、長与町に新しくごみ処理施設が完成しました。
2015年4月から本格稼働するというこの施設は、環境に配慮し
た最新のごみ処理施設です。本格稼働に先立って取材をしてき
ました！

長与町   時津町 の取組

給湯用温水発生器

高温の排ガス

温水タンク

冷水 お湯

足湯冷暖房

給湯

長与町時津町

熱回収施設

大村湾
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千々石の水力発電所群

▲
雲仙岳

④ ①
③ ② ⑤

06 07

水力発電は火力発電とは異なり、発電の際に化石燃料を燃
やさないので、二酸化炭素を出さない再生可能エネルギー
のひとつです。千々石の水力発電所群は、第一発電所から
第五発電所まで5つあります。すべて合わせて835kWの出
力となり、約800世帯分の電力を賄うことができます。

一つのエネルギー源に依存するのではなく、火力発電や自然エネルギーをうまく組
み合わせて発電するエネルギーのベストミックスは非常に大切だと思っておりま
す。千々石水力発電所のように、100年も使い続けられている施設というの
は、先人の人々の維持管理があってこそです。今後も貴重な資源である水
力の発電所を大切に次の世代に繋ぐため、私たちも維持管理に努めてい
きたいと考えています。また現在九州電力では、河川の維持用水を放水す
るダムでの維持流量発電やかんがい水路を利用した発電など、小規模水力
の開発に取組んでいます。また、水力発電所はとてもデリケートなので、葉っぱ
やごみが水車に巻き込まれると、発電が止まってしまうことがあります。自然保
護の観点からも、施設付近ではごみを捨てないようにお願い致します。

1915年（大正4年）12月に発電を開始した千々石第二発電所は、2015
年12月でちょうど100周年を迎えます。水車等の部品は水の衝撃で摩耗
が起こるため、古くなったものは新しいものに取り替えていますが、その際
に水車の性能が向上し、発電量は徐々に大きくなっているそうです。第二
発電所は発電開始当時91.5kWの出力でしたが、今では150kWの出力
を持っています。雲仙岳の急斜面を流れる千々石川は約10kmと河川とし
ては短めですが、水量が安定しており落差もあることが特徴です。水量が
豊富で、今まで発電のための水がなくなったことはないといったところが
魅力的で、だからこそ、100年間動いてきたのです。

千々石第二発電所の手前には、「水電橋」と名付けら
れた石橋があります。この橋は1915年（大正4年）5
月に作られたと印す標柱が立てられていて、1915年
（大正4年）12月に発電を開始した千々石第二発電
所のために作られた橋です。またこの「水電橋」は長
崎県の景観資産の一つ「千々石の石橋群（6基）」に
も登録されています。

水力発電の歴史は古く、1888年（明治21年）に宮城紡績所に日本で初めての自
家用水力発電が誕生したという記録があります。その後、1894年（明治27年）
頃には火力発電の燃料として主原料であった石炭の価格が高騰し、各地で水
力発電企業が続々と誕生しました。
1909年（明治42年）2月、「小浜水力電気株式合
資会社」が設立され、1911年（明治44年）に千々
石第一発電所が誕生し、運転が開始されました。
電力は島原町（現島原市）へ供給され、町民は電
力が使えることを大いに喜んだそうです。

発電所へと続く石橋千々石水力発電所群の中で、
最も古い発電所は1911年
（明治44年）に作られた第一
発電所ですが、第二～第五発
電所も1925年（大正14年）ま
でに作られています。第一発
電所は長崎県で最古の水力発
電所であり、当時最新の設備
で発電された電気は島原町
（現島原市）で使われました。
取材当日は、保守管理を行って

いる株式会社九電ハイテック諌早工務所の所長石田豊治さんと九州電力株式会社長崎
支社の樋口勝馬さん、泉井由美さんにご同行いただき、詳しく説明していただきました。

第二発電所は今年で100周年！
元気に頑張るおじいちゃん発電所

千々石の水力発電所群は、水路式発電になっています。水路式発電とは、河川の上流に取水用の堰（せき：水をせき
止めるための構造物）をつくり、河川の水を水路で下流に導きます。そして河川の勾配との間に落差を作って水を流
し、水車を回して発電する方式です。発電にあたり化石燃料を燃やして発電を行う火力発電とは異なり、地形の高
低差を利用し、水が流れ落ちることにより発電するため、二酸化炭素を排出しないクリーンな発電です！

運転時に二酸化炭素を出さない水力発電所のしくみ

歴史こぼれ話

取材にご協力いただいた皆様からのメッセージ

＜断面図＞

＜発電の一連の流れ＞

電力需要が増えた2010年における日本の水力の電源別発電電力量の割合は一割にとどまっており、
既にダムや川などを利用して作られる発電所は開拓しつくされていると言われています。しかし、石油
や天然ガス等の化石燃料を海外からの輸入に頼っている日本では、地域でエネルギーを自給することが
非常に重要だと考えられ、この水力発電に注目が集まっています。

水力発電の今
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九電ハイテック
所長　石田豊治さん

九州電力
樋口勝馬さん九州電力

泉井由美さん

⑤・・・水を一時的に溜めておく
⑥・・・勢いよく水を落とす
⑦・・・水車を回して発電
⑧・・・水を川に戻す
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明治44年から100年以上続く水力発電所群！
運転時にCO2を出さないクリーン発電！

千々石の水力発電所群
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明治～大正時代に
かけては石油ランプで生
活していた時代で、電気に関

する知識がなかったんだ。
電気は明るいから、火が付
くと勘違いして、刻みタバコ
をキセルに詰めて、電球に
押し付けていたという話も
あるんだって。
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長崎県からのお知らせ

http://www.env.go.jp/earth/ozone/cfc/law/kaisei_h27/index.html

環境省ホームページ

お問合せ
長崎県環境部未来環境推進課　長崎市江戸町2-13
TEL:095-895-251２　FAX：095-895-2566

平成２７年４月１日より、フロン排出抑制法が施行されます。

フロン
排出抑

制法と
は？

オゾン層の破壊と地球温暖化の原因となるフロン類の排出抑制を一層強化するため、フ
ロン回収・破壊法が改正され、フロン類の製造から廃棄までの包括的な規制措置を講じる
「フロン排出抑制法」となりました。

業務用冷凍冷蔵・空調機器
をお使いの事業者の方へ

エコドライブ

水力発電

A.早めの　B.遅めの　C.ゆっくり

A.しぶき　B.落差　C.温度

○○の中に入る文字を考えよう！

○○の中に入る文字を考えよう！

水力発電は、河川などの水の○○を利用して水車を回し、
電気をつくります。

低炭素社会
経済発展を妨げることなく温室効果ガス排出を大幅削減した社会のことです。化石燃料への依存が温
室効果ガスを大量に発生させている現在、危険な気候変動を避けるためにも、低炭素社会への移行が
求められています。再生可能エネルギーやエネルギー効率の向上、断熱などによる無駄なエネルギー需
要の削減など、様々な方策が考えられています。

小水力発電
高いところから落ちる水のエネルギーを利用して水車を回し、発電するシステムのことです。水力発電
より発電量は低いですが、近年注目されている再生可能エネルギーの 1 つです。 農業用水や上下水道
など、無駄に捨てられている水のエネルギーを有効利用することができます。

熱回収（サーマルリサイクル）
廃棄物を焼却する際に発生する熱エネルギーを回収して、有効活用することをいいます。熱回収の具体
的な例として、ごみ焼却施設の焼却熱を回収し、施設内で暖房や給湯に利用したり、地域の冷暖房など
に活用することが挙げられます。また、ごみ焼却施設の焼却熱から発電する方法もあります。

エコドライブのコツは、「ゆっくり発進」と「○○アクセル
オフ」です。

エコクイズの答え：水力発電 / B　エコドライブ / A
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冷媒漏えい防止の
ための機器の点検 漏えい時の修理

修理なしでの
充塡の原則禁止

機器整備の
結果の記録・保存

フロン類（ＨＦＣ、ＨＣＦＣ、ＣＦＣ）が冷媒として使用されている業務用冷凍冷蔵・空調機器の
管理者（機器の所有者等）には、機器及びフロン類の適切な管理が義務付けられます。

また、一定量以上の冷媒の漏えいがある場合には、毎年度、国への
漏えい量報告が必要となります。

制度の詳細はコチラ

※対象となりうる管理者の具体例
事業所や自社ビル等を所有する全ての業種の事業者、医療関係（病院、介護施
設等）、学校関係、飲食業関係、農林水産業関係（食品工場漁船等）、宿泊関係
（ホテル、旅館等）、運輸関係（冷蔵冷凍倉庫、鉄道、旅客機、船舶）等


